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平成２４年１０月３１日 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

下野さんのコメント 

１０月１１日～１６日（練習や移動を含めると５泊６日の長旅でした）まで岐阜に行って

きました。ソフトボール投げと５０ｍ走に出ました。ソフトボール投げはラインを踏まない

ように注意しました。５０ｍ走はフライングなしでできたので良かったです。ソフトボール

投げの当日は緊張しましたが、全国で３位になれて良かったです。今回いい思い出と経験が

できてよかったと思います 

 

全国障害者スポーツ大会参加報告  生活支援員 佐伯 真由美 

１０月１３日～１５日 岐阜県岐阜市で全国障害者スポーツ大会が開催されました。全国から

たくさんの選手たちが集まり、陸上競技、水泳、ボーリング、卓球などさまざまな競技が行われ

ました。 

かりいほからも栃木県代表として下野直美さんが選ばれ、ソフトボール投げ、５０ｍ走に出場

しました。緊張したようですが、ソフトボール投げの結果は堂々の３位の銅メダル！ 

 この大会は、大勢のボランティアと運営スタッフのみなさんの力で成り立っていました。全国

の舞台に立てたということだけでなく、多くの仲間やこの大会に携わっている人たちとのかかわ

りを持てた事は大きな刺激になったと思います。  

全国障害者スポーツ大会 
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栃木県障害者スポーツ大会 

栃木県障害者スポーツ大会の参加報告  生活支援員 平山 幸広 

平成２４年９月３０日、栃木県総合運動公園でおこなわれた栃木県障害者スポーツ大会に、かりい

ほから４名の選手が参加しました。普段お調子者の利用者が、緊張したのか無口になり、大人の顔つ

きで大会に臨む姿など、施設にいる時とは違った姿を見る事が出来ました。各選手が全力をだして競

技に取り組み、他の選手を応援していました。結果は昨年度に引き続き、全ての選手がメダルを獲得

する快挙を成し遂げることができました。帰りの車の中では、「俺たちすごくないか？」と自信に満

ち溢れた表情をみせていました。各選手来年の目標を口にし、やる気をみせているので、その目標が

実現できるよう、最高の舞台が整えられるように支援していきたいと思います。 

ソフトボール投げ 金メダル 下野直美さん 
県大会は２回目でした。６３組の中で１位でした。うれしかったけど、もう少しきょりをだしたか

った。来年のもくひょうは、体力をつけて長くとばせるようにしたい。３６メートルいじょうなげら

れるようにがんばりたいです。めざせ、４０ｍかな～。 

５０ｍ 銀メダル 渡辺辰雄君  
はじめて、すぽーつたいかいで、でました。５０めーとるはしりました。ことしは２いでした。ら

いねんこそは、１いをとります。 

４００ｍ 銀メダル 望月利浩君 
４００ｍ、８００ｍはやっぱ練習しないといけなかった。次回大会１００ｍか５０ｍかソフトボー

ル投げにちょうせんしたい。 

１００ｍ 銅メダル 阿部拓也君 
今大会では、自分は１００メートル走出場で、１位をねらっていたのですが、おしくも３位でし

た。けど、メダルを取れた事は、自分にとってうれしかった事でした。来年のしゅもくは、フライン

グディスクのアキュラシーに出ようと思っているので、そのしゅもくでは、今度こそは、ねらうは１

位でいきたいと思ってます。 
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 冬来たりなば春遠からじの言葉があるのに、夏来たりなば秋遠からじの言葉がないのは不思

議です。そんな言葉が欲しい夏でした。今年の夏は熱中症で何度もダウンしてしまいました。 

那須志鳥ふるさとファームの牧場のひと隅にローラの家が建っています。「大草原の小さな

家」の著書ローラ・インガルス・ワイルダーの生家を復元したものです。この本は農婦であっ

たローラが６４才になって書き始めた児童書です。私も６４才になったら何かを書き始めよう

と思っていましたが、なかなか思うようにはいきません。冬が来て春が来ると同年齢くらいに

なってしまいます。妻に「そろそろ勉強でもしようかな。」と話をしたら、「なにバカなことを

言ってんの。ニワトリが逃げてるよ。」とのきつい言葉が返ってくる今日この頃です。 

 さて、私の夢は限りなく続きます。今年は福祉農業という、まだ農業分野にはない会社を設

立しました。有志６人によってつくったものです。すでに東京のホームレスの人たちのバザー

にでかけたり、地元の福祉団体の催し物に参加しました。一緒に参加してくれたかりいほの皆

さんの仕事ぶりには各団体から大変感謝をされました。ありがとうございました。広い原っぱ

でニワトリを飼い卵を生産し、ブルーベリーの新商品を開発したりと、限りなく夢は広がりま

す。これからも共に手を取り合い頑張りましょう。かりいほを日本中の、いや世界中の人が注

目する場所にいたしましょう。 

 

私の夢 

那須志鳥ふるさとファーム 代表 柳沢秀一 

わたしが、初めて「かりいほ」に訪問させていただいたのは、平成１８年の１１月でした。そ

の際、石川施設長さんから伺ったお話は、福祉施設としての理念や、利用者さんの状況など熱い

想いが伝わり、感動したことを覚えています。 

 これまでの家族環境や生活環境の中で、周囲が本人の生きづらさに気付かず支援が行き届かな

かった方々、または本人が気付いても伝えるすべを知らなかった方々と共同生活をしながら、社

会復帰を目指していました。 

 那須地区で相談支援業務を実践していく中で、矯正施設を退所した方から相談を受ける機会が

あります。その際、「かりいほ」に直接出向き、石川施設長さんよりご助言をいただき、おかげ

さまで支援に役立たせることができました。 

 平成２２年１月司法と福祉をつなぐ架け橋をテーマに、とちぎ地域生活定着支援センターが開

設されました。現在毎日のようにセンタースタッフが長距離移動しながら支援の輪を広めている

と聞いています。私が担当する地域にもその対象者がおり、関係機関のご協力、ご支援のおかげ

で穏やかに地域生活を送っているところです。 

 今後も障害者の地域生活について先駆的に実践してこられた「かりいほ」から、支援が必要な

方々の地域生活支援について、ご指導を賜りながら、個別の相談事例から抽出された地域課題に

対しても、取り組みを通して地域づくりが進められていくことに大いに期待が持てます。幸運に

もその「かりいほ」は大田原市にあります。その専門的なノウハウを有効に活かすことで、「住

む人が輝き、来る人がやすらぐ、幸せ度の高いまち大田原市」を目指すには絶好のチャンスにな

ると確信しています。 

 

「かりいほ」に期待すること 

那須地区障害者相談支援センター 相談支援専門員 鈴木正二 

 

かりいほの活動にご協力いただいている方々から、ご投稿いただきました。 
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かりいほ便り 年３回発行（６月、１０月、２月） 

編集発行 障害者支援施設 かりいほ  

〒324－0231 栃木県大田原市北野上３９５２番地 Tel 0287－54－2854 

２０１２ かりいほ大運動会 

１０月７日に毎年恒例のかりいほの運動会が行われました。外部からのお客様やボ

ランティアの方を含めると１００人近い参加となりました。残念ながら天気はよくあ

りませんでしたが、それでもみんなで大いに盛り上がりました！みんなでつくりあげ

る楽しい運動会。自分のチーム関係なしに応援していた姿が印象的でした。来年もま

た楽しい運動会になりますように…。 

パン釣り競争。

これをゲットし

ないと１０時の

おやつがありま

せん・・・ 

みんな必死でし

た！ 

父兄混合で赤・白・

黄チームに分かれて

戦います。 

かりいほ伝統のトラッ

ク押し！決められた場

所までトラックを押し

ます。 

これはかなりキツイで

す 

（；_；） 万歩計を力いっぱ

い振っています。

チームごとにリレ

ーしていき合計歩

数を競う競技。 

単純ですが盛り上

がります。 


